
多
紀
元
堅
二
七
九
五
～
一
八
五
七
）
は
多
く
の
研
究
書
を
著
し
た
。

そ
の
研
究
業
績
は
父
・
元
簡
と
兄
・
元
胤
の
著
述
と
と
も
に
、
江
戸
医

学
の
頂
点
を
示
し
た
と
い
っ
て
い
い
。
そ
れ
ら
は
明
治
期
か
ら
中
国
に

伝
え
ら
れ
て
注
目
さ
れ
、
復
刻
が
開
始
さ
れ
た
。

一
方
、
そ
の
著
作
は
学
術
性
の
高
さ
ゆ
え
、
未
刊
行
書
や
刊
行
前
の

自
筆
本
・
稿
本
と
さ
れ
る
各
種
写
本
が
多
数
保
存
さ
れ
て
い
る
。
よ
り

正
確
に
元
堅
の
研
究
を
理
解
・
継
承
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
写
本
類
も

利
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
多
紀
元
堅
の
著
述
や
古
医
籍
等

の
校
刊
に
つ
い
て
は
、
森
潤
三
郎
・
岡
西
為
人
・
矢
数
道
明
各
氏
の
紹

介
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
森
氏
が
調
査
し
た
と
き
、
後
商
の

矢
の
倉
多
紀
家
の
崇
徳
氏
が
保
存
さ
れ
て
い
た
元
堅
自
筆
等
を
含
む
書

籍
は
、
す
べ
て
が
戦
災
で
烏
有
に
帰
し
て
い
る
。

他
方
、
当
時
は
所
在
や
書
名
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
稿
本
や
自

筆
等
の
写
本
、
さ
ら
に
中
国
で
の
復
刻
版
な
ど
も
、
近
年
は
各
種
目
録

類
の
整
備
に
よ
り
か
な
り
掌
握
可
能
と
な
っ
た
。
く
わ
え
て
最
近
は
日

本
の
伝
統
医
学
研
究
が
一
層
深
化
し
、
復
刻
本
も
増
加
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
年
の
生
誕
二
百
年
に
臨
み
、
元
堅
の
業
績
の
顕
彰
と
さ
ら

な
る
研
究
利
用
を
期
し
、
元
堅
の
著
述
を
調
査
・
整
理
し
た
。
そ
の
詳

細
は
「
漢
方
の
臨
床
」
四
二
巻
一
○
号
一
二
四
七
～
五
五
（
一
九
九
五
）

多
紀
元
堅
の
著
述

典
柳
誠
・
郭
秀
椛

に
報
告
し
た
の
で
御
参
照
願
い
た
い
。

本
調
査
結
果
を
集
計
す
る
と
元
堅
の
自
著
・
共
著
と
み
な
さ
れ
た
の

は
三
二
害
あ
り
、
う
ち
存
否
不
詳
は
八
害
だ
っ
た
。
現
存
二
四
害
は
一

○
害
に
つ
い
て
自
筆
本
な
い
し
稿
本
が
あ
っ
た
。
ま
た
二
害
に
日
本

版
、
う
ち
八
害
に
は
中
国
版
も
あ
っ
た
。
全
書
の
版
本
総
数
は
日
本
版

が
三
一
種
、
中
国
版
が
五
七
種
だ
っ
た
。

元
堅
関
連
の
書
は
一
二
あ
り
、
う
ち
存
否
不
詳
は
一
言
。
現
存
三

害
に
は
二
害
に
つ
い
て
自
筆
本
が
あ
っ
た
。
ま
た
凹
耆
に
つ
い
て
川
本

版
が
六
種
あ
っ
た
が
、
中
国
版
は
な
か
っ
た
。

総
計
す
る
と
元
堅
の
現
存
著
述
類
は
計
三
五
書
あ
り
、
う
ち
半
数
弱

の
一
五
書
が
刊
本
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
刊
本
と
な
っ
た
一
五
吉
の

う
ち
、
七
害
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
に
計
三
川
の
刊
行
が
な
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
刊
本
と
な
っ
た
元
堅
著
述
を
出
版
の
年
代
・
回
数
と
国

別
に
分
け
て
示
し
た
の
が
表
１
．
２
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
本
版
と
中
国

版
の
総
数
を
年
代
別
に
図
１
に
グ
ラ
フ
化
し
て
み
た
。

こ
の
よ
う
に
元
堅
の
害
は
す
で
に
著
述
当
時
か
ら
研
究
書
と
し
て
商

い
出
版
需
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
百
数
十
年
後
の
現
在
も
継
続
し
て
い

る
。
事
情
は
中
国
で
も
同
じ
だ
っ
た
が
、
日
本
よ
り
需
要
が
高
く
、
「
内

経
」
『
傷
寒
論
」
「
金
置
要
略
」
研
究
害
に
や
や
偏
り
、
出
版
ブ
ー
ム
と

政
治
状
況
に
関
連
性
が
あ
る
な
ど
特
有
な
傾
向
も
み
ら
れ
た
。

元
堅
の
学
問
が
か
く
も
時
代
と
国
境
を
こ
え
て
き
た
の
は
、
き
わ
め

て
高
水
準
か
つ
普
遍
的
で
あ
る
か
ら
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
研
究
目
的
そ

の
も
の
が
伝
統
医
学
の
王
道
に
則
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
今
、
こ
れ

に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
（
平
成
七
年
十
川
例
会
抄
録
）
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表｜刊本となった多紀元堅の自著・共著
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※近世本とは1979～84年に刊行された叢書の｢近世漢方医学書集成.1(東京･名著出版）

に収録された害のこと。以下本表に｢1979-84｣とあるのは、すべて近世本を指す。

表2刊本となった元堅の関連吉

江戸刊本

（回数）

明治以降刊本

（回数）

1988(1)

1995(1)
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保嬰須知（医学質験保嬰須知）

計4書
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2書2版
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図’多紀元堅自著・共著・関連書の年代別日本．中国版数
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